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論文内容の要旨
雄が卵保護を行う河川性ハゼ科魚類クロヨシノボリの繁殖生態を、愛媛以南宇和郡の柏JIでの野外観察
並びに採集及び室内実験によって1994年から1999年にかりて調査した。求愛場所では、雌はllcm/秒以
上の流れの中で求愛した雄を選んで、いた。流れのある灰l由jとない版画に雄を l個体ずつ入れて同時に雌に
ホした水槽実験では、雌は流れのある区画の中で求愛している雄の前に長時間いる傾向があり、続いて雄
の配置はそのままにして流れの区画を入れ替えても、その傾向は変化しなかった。雄が求愛できる流速と
肥満度の聞には正の相関関係が見られ、そして速い流れに耐えて求愛できた雄ほど保護卵のふ化までの生
残率が高かったことから、雌は雄の流ノド中の求愛能力を手がかりにして生理的コンディションが良く保護
能力の高い雄を選摂していると考えられる。求愛場所において、雌は求愛I1頃序に関係なく llcm/秒以上
流れの中で求愛した雄を選んでいたことから、雌は任意の関値を超える雄と出会うまで番い相手を探し続
ける関値戦術によって雄を選び出すことが示唆される。巣場所において、雄の巣石のサイズと保護卵数と
の聞には正の相関関係が見られた。サイズの異なる二つのタイルを巣材として用いた水槽実験において、
雌は大きな東石を持つ雄と選択的に需うことがわかった。以上の調金結果から、クロヨシノポリの雌は雄
の流水中求愛能力と巣石サイズという少なくとも二つの基準によって配偶者選択を行うことが示唆される。
論文審査の結果の要旨
雄が卵を保護するハゼ類の詳細な繁殖行動は、その観察の容易さにも関わらず十分に明らかにされてい
ない。本論文は、河川に生息寸るクロヨシノボりの繁殖生態、特にその雌の配偶者選択と雄間競争につい
て解明したものである。申請者は、本種では雄からの求愛は水流の緩やかな淵で行われ、求愛場所が雄が
巣を維持する瀬とは離れていること、雌は体長の大きな雄や性的て型の発達した雄ではなく、求愛場所で
毎秒lLcm以 I~の流れの中で求愛できる雄を選択していること等を野外で見いだした。さらに、この配偶者
選択の発見を水槽実験により巧みに証明し、速い流れの中で求愛できる雄はコンディションのよい雄であ
ること、そのような雄ほど卵の瞬化成功が高いことを明らかにした。これにより、本種の雌がこの配偶者
選択により卵保護能力の高い雄を選んでいることを実証した。また、雌の配偶者選択の野外観察から、配
偶者選択に際し本種の雄が、一定の条件を満たす雄なら即受け入れるという「関値戦術」を採倒している
ことも明らかにした。これは、毎秒llcm以上の水流で求愛する雄は、いずれも高い瞬化成功をもたらす事
実とよく対応している。また、雌が瀬において大きな雄ではなく、大きな巣を選摂していることも明らか
にした。雄聞でも大きな巣を巡り競争が起こること、求愛時ではなくこの巣を巡る競争が本種の体長十て型
?、?? ? ?
をもたらすと合理的に考察している。本種の配偶者選択が、明瞭に区別できる 2つの基準によっていると
の発見は、これまで一つの基準で考えられてきた配偶者選択の研究に再考を迫るものでもある。
以上のように、申請者はクロヨシノボリの雌の特異な配偶者選択や雄間競争の実態を明らかにし、その
意義についても論理的に考察している。これらの成果は魚類のみに留まらず広く行動生態学の観点、からの
動物の配偶行動の理解に大きく貢献するものであり博士(理学)の授与に値するものであると全員一致で
審査した。
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